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今月の神奈川ネット

ローカルパーティ情報紙　神奈川ネット　No.419

神奈川ネットへのカンパは、三菱UFJ銀行　横浜支店　普通預金口座3516141　口座名：カンパ口神奈川ネットワーク運動　カンパのお願い

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■香害・化学物質対策PJ：8/17（月）
■「生活困窮者自立支援制度の基本と現状」
　学習会、「県の避難所ガイドラインと調査
　結果を共有する」学習会、市民の生活・活
　動法律相談：8/19（水）
■市民社会チャレンジ基金審査会：8/21（金）
■「子どもの放課後を考える」学習会：8/25（火）
■第6回運営委員会：8/27（木）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
、緊
急

事
態
宣
言
時
よ
り
も
感
染
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、こ
の
事
態
は
明
ら
か
に「
g
o 

t
o
ト
ラ
ベ
ル
」の
影
響
だ
▼
人
が
動
け
ば
ウ
イ
ル
ス
が
動
く
の
は
当
た
り
前
で
、

国
の
拙
速
な
経
済
対
策
が
招
い
た
結
果
だ
。旅
行
業
の
ト
ッ
プ
が
自
民
党
の
幹
事

長
と
い
う
こ
と
で
実
施
時
期
を
前
倒
し
に
し
た
責
任
は
重
い
。重
症
者
や
死
亡
者

が
少
な
い
と
言
っ
て
も
、患
者
数
が
増
え
る
こ
と
で
保
健
所
や
医
療
現
場
の
負
担

は
大
き
く
な
っ
て
い
く
▼
各
知
事
の
判
断
に
任
せ
る
と
言
う
だ
け
で
、国
会
を
閉

じ
た
ま
ま
に
し
て
、知
ら
ん
顔
の
政
府
は
あ
ま
り
に
無
責
任
だ
。 　
　
　(

C
・
M
）

県議会県議会県議会
神奈川の水源を守る

　神奈川県は相模川・酒匂川の2本の水系、
県内4つのダムを水源として持っています。
森林の荒廃による公益的機能の低下が懸念
され、水源環境を維持継続していくためにも
2007年から安定した財源確保のため、個人
県民税の超過課税として水源環境保全税を
導入し、着実に事業展開するため「かながわ
水源環境保全・再生施策大綱」を定め、5
年ごとに実行計画を策定し、水源の環境整
備を進めてきました。
　ダム・河川の整備を一般財源事業と組み
合わせ自然浄化対策を推進し、水源の水質
は改善しています。しかし、相模湖や津久井
湖のリンの濃度は、2003 年度末のＢＯＤ
（生物化学的酸素要求量）を100とした時、
29まで削減する目標ですが、現在で59と
なっています。さらに相模湖のアオコは
1988年、1993年には津久井湖でエアレー
ション装置を設置したことにより、極端な発

生は起きていませんが、窒素、リンの濃度は
高く、アオコが大量発生してしまう可能性も
あり、さらなる対策が求められています。
　水質改善には、湖に流入する生活排水も
要因となります。生活排水処理率は県全体
で 98％を上回っていますが、ダム集水域は
70％しかなく、湖畔市民の高齢化や浄化槽
設置による個人負担増も一因となっていま
す。周辺の集合浄化槽の設置提案や補助事
業拡大などの検討も必要です。
　水源保全税は神奈川県の独自税であり、
国の環境保全税との重複にならない活用が
求められています。県内約 9 割の水源となっ
ている水系を保全していくことは、県内に住
む市民の生活に直結します。また、施策大綱
終了までの最後の5年となっている現在、課
題解決のための最後の計画策定には、市民
目線の提案をしていきます。

加
藤
よ
う
子(

座
間
市
民
ネ
ッ
ト
/
市
議
）

　
7
月
28
日
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト
事
務
所
に
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
科
学
研
究
室
の
上
田
昌

文
さ
ん
を
講
師
に

５
Ｇ（
第
５
世
代
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
）

学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
電
磁
波
曝
露
は
、
頭
痛
や
発
が
ん
性
な
ど

健
康
被
害
へ
の
特
定
が
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。し
か
し
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
電
磁
波

過
敏
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
は
約
7
5
6

万
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
強
い
電
磁

波
が
飛
び
交
う
こ
と
に
な
る
５
Ｇ
の
リ
ス
ク

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
５
Ｇ
は
、
高
い
周
波
数
の
特
徴
と
し
て
遠

く
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

1
0
0
ｍ
間
隔
で
多
く
の
基
地
局
が
必
要
と

な
り
、電
柱
や
信
号
機
・
マ
ン
ホ
ー
ル
等
、あ

ら
ゆ
る
所
へ
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
す
。基
地

局
等
の
放
射
に
よ
る
一
桁
か
ら
二
桁
の
曝
露

強
度
の
増
大
、
自
分
が
持
っ
て
い
な
く
て
も

曝
露
が
増
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

５
Ｇ
の
電
磁
波
リ
ス
ク
を
考
え
る

コ
ロ
ナ
対
策
で
増
え
る
利
用
者
負
担

谷
津
え
み(

ネ
ッ
ト
藤
沢
/
市
議
）

　
世
界
で
も
５
Ｇ

の
導
入
に
つ
い
て

は
様
々
な
対
応
に

わ
か
れ
て
お
り
、市

民
運
動
に
よ
り
規

制
が
進
ん
だ
例
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
圏
等
は
予
防

原
則
の
概
念
が
あ

り
、電
磁
波
規
制
が

強
く
、日
本
は
世
界

で
も
一
番
緩
い
数

値
で
す
。

　
超
高
速
化
・

多
数
同
時
接
続
・
超
低
遅
延
等
の
メ
リ
ッ

ト
は
広
報
さ
れ
ま
す
が
、高
周
波
電
磁
波
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も
知
ら
せ
て
、上
手
に
付
き
合

う
よ
う
規
制
を
す
す
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

住
民
合
意
が
不
在
の
ま
ま
、い
つ
の
間
に
か

町
中
に
基
地
局
設
置
が
進
む
の
で
は
な
く
、

事
業
者
や
行
政
に
確
認
を
し
、情
報
公
開
を

も
っ
て
考
え
る
時
に
き
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
20
年
、

従
事
者
の
基
本
の
介
護
報
酬
は
一
向
に
増

え
ま
せ
ん
。一
方
で
、処
遇
改
善
と
し
て
、事

業
所
の
運
営
改
善
や
利
用
者
の
重
度
化
予

防
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
加
算
方
式
の
様
々

な
し
く
み
が
出
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。し
か

し
、
そ
の
加
算
分
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

負
担(

多
く
は
1
割
負
担)

が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
事
業
者
は
利
用
者
の
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。  

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
件
で
、
一
般
社
団
法
人
全
国
介
護
事

業
者
連
盟
に
よ
る 

1
8
6
2
事
業
所
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
の
通
所
介
護
事
業
所
が
影
響
を

受
け
、
40
%
ま
で
の
減
収
率
の
と
こ
ろ
が
半

数
を
占
め
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
の
国
の
緊
急
支
援
策
と

し
て
、4
月
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
れ

な
い
利 

用
者
へ
の
電
話
や
訪
問
で
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
と
な
り
ま
し 

た
。さ
ら
に
、

6
月
に
は
、
実
際
利
用
し
た
よ
り
も
2
区

分
上 

げ
た
報
酬
と
し
て
良
い
と
し
ま
し

た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

利
用
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
事
業
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
事
業
者
は

大
変
だ
か
ら
と
、
利
用
者
の
理
解
が
得
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
も
、介
護
保

険
制
度
の
中
で
の
対
応
と
な
る
こ
と
は
同

意
し
か
ね
る
こ
と
で
す
。  

介
護
事
業
所
の

継
続
性
に
関
わ
る
支
援
は
、
現
在
介
護
保

険 

を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
利
用
し
て
い
な
い
市
民
を
含

め
全
体
の
問
題
で
す
。介
護
保
険
制
度
が

維
持
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
国
が
支
援
す
べ
き
で
す
。

　神奈川ネットは、例年7月に政務活動費の市民公開を実施しています。
収支報告書・支出証拠書類・成果物等を公開し、参加者全員で点検し、
質疑や意見交換を行います。神奈川ネットでは、当初から領収書を自主公
開してきました。その後全国で交付条例が改正され、今日では領収書の添
付を義務付けるのが当たり前になりましたが、市民公開により説明責任を
果たす意義は薄れていません。複数の議会の収支報告書類等を比較し、市
民の意見を伺うことによる気づきも多々あります。

◆
5
G
学
習
会

政務活動費の市民公開 　7/30

講師 上田昌文さん

アフターコロナ100人委員会のwebページ開設

　コロナ禍は収束していませんが、コロナ禍を経験した私たちの暮らし、社会、世界のありよ
うは、その前とは違ったものになっています。「新しい生活様式」やそれを踏まえた経済・産業
構造だけではないはずです。識者・文化人・市民運動の担い手の方々、そして
数多くの市民の方からメッセージを寄せていただきました。100 件を超えるメッ
セージの多様性に注目してご覧ください。

https://aftercorona100.net

生活困窮者自立支援PJ
生活困窮者自立支援制度の
基本と現状
8月19日10時～ 講師：松川由美

県の避難所ガイドラインと
調査結果を共有する
8月19日15時～ 

子どもの権利と居場所PJ
子どもの放課後を考える
8月25日14時～ 講師：池本美香

【学習会のお知らせ】


